
ふくしま建設業振興プランの進捗状況について

１．建設業振興プランの概要について

県内建設業が将来にわたり持続可能で活力ある産業として発展できるよう、
県が取り組む建設業振興施策の基本計画として、「ふくしま建設業振興プラン」を策定

・策 定 日：令和４年３月２４日

・基本目標：
Ⅰ「経営力の強化、生産性の向上」
Ⅱ「担い手の確保・育成」
Ⅲ「地域の守り手としての役割を持続的に担うことのできる環境づくり」

・計画期間：令和４年度～令和１２年度

・構 成：７つの目標と目標を実現するための７４の具体的施策で構成

２．進行管理について

・プランを着実に推進するため、７つの目標毎に定めた代表指標で進行管理
・代表指標の目標値は、最終年度の他に中間年度においても目標値を設定

（資料１）



R2現況値 R4現況値 R5現況値 R7目標値 R12目標値 備考

1 総資本経常利益率 4.1% 5.7% 3.2% 2.0% 2.0%

20.0% 35.3% 40.2% 40.0% 50.0% 土木部

0.0% 0.0% 15.4% 20.0% 30.0% 農林水産部

代表指標名

2 ICT活用工事の実施率

■基本目標Ⅰ「経営力の強化、生産性の向上」

（※）

代表指標の状況

▶建設業育成資金貸付事業の実施
・運転資金を確保できるよう、福島県建設業協同組合に対し

貸付を実施した（2件、5,020万円貸付）

※総資本経常利益率は、企業が経営活動のために投下した総資本に対して、どれだけの経常的な利益を上げたかを表すもの。
企業の収益力を総合的に表す指標

※ プラン策定時、本県の総資本経常利益率は震災復興によりﾌﾟﾗｽで推移。
震災前、本県の総資本経常利益率は全国平均がﾌﾟﾗｽ2%に対しﾏｲﾅｽ2％前後で推移。
R7及びR12年度の目標値は、震災からの復興需要後を見据え、震災前の全国平均値であったﾌﾟﾗｽ2%を目標に設定。

※前年度の決算値（R5の3.2%はR4決算値）

・総資本経常利益率は、計画 2.8%  に対し 現在 3.2%

・土木部発注工事においては、計画 32.0% に対し 実施率 40.2%（12月末時点）

・農林水産部発注工事においては、計画12.0% に対し 実施率 15.4%（12月末時点）

１ 総資本経常利益率

２ ICT活用工事の実施率

▲新分野進出優良企業知事表彰
（佐藤工業(株)：建設用資材の製造）

【R5主な取組】

▶建設業新分野進出事業の実施
・経営基盤強化を図るため新分野進出を果たした建設企業
を新たに認定した（16者）

・他の模範となる優良な認定企業を知事が表彰した（1者）

▶元請け、下請関係適正化の促進
・「福島県元請・下請関係適正化指導要綱」に基づき、契約状況
等を調査した（N=14者）

▶デジタル技術活用人材育成講習会の開催
・業界団体と連携し、ＩＣＴ活用に関する講習会を開催した

（Ｎ＝7回）

【R5主な取組】

▶建設DX加速化補助金事業の実施
・ＩＣＴ機器購入に係る補助制度を開始した（N=2者に補助）

▶総合評価方式において、ＩＣＴ活用工事の実績を加点評価

▲デジタル技術活用人材育成講習会



■基本目標Ⅱ 「担い手の確保・育成」－１

代表指標の状況

▲小学生の現場見学会

・新規高卒入職者の3年後定着率は、計画 55.6% に対し 現在 54.7%で推移

3 高校生（建設系）の県内建設業への就職率

・高校生の県内建設業への就職率は、計画 27.0% に対し 現在 28.3%で推移

4 新規高卒入職者の3年後定着率

※値は3か年平均値

▲建設業のPR動画

▶優秀施工者顕彰事業の実施
・技能者の社会的評価と地位の向上を図るため、

現場に従事する優れた技能者を知事が顕彰した
(４名顕彰)

▶優良建設工事表彰の実施
・他の模範となるような極めて優秀な工事を優良
工事として知事が表彰した（28工事表彰）

※値は3か年平均値

▲高校生のインターンシップ ▲優秀施工者知事顕彰式

▶高校生のインターンシップの実施
・建設業協会会員企業98者が高校生295名を受入れ

【R5主な取組】

【R5主な取組】

▶小学生の建設現場見学会の開催
・将来の担い手として期待される小学生を対象に

現場見学会を開催した（6回）

▶建設業をPRする動画の制作・公開
・担い手の確保に向けPR動画を制作、YouTube

で公開した（R6.1月）

R2現況値 R4現況値 R5現況値 R7目標値 R12目標値 備考

3
高校生の県内建設業
への就職率

26.4% 28.3% 28.0% 30.0% R5実績はR6年度確定

4
新規高卒入職者
の3年後定着率

53.4% 53.3% 54.7% 57.0% 60.0%

10.0% 9.0% 52.0% 50.0% 100.0% 土木部

2.0% 10.4% 38.2% 50.0% 100.0% 農林水産部

5
週休2日確保工事
の実施率

代表指標名



■基本目標Ⅱ 「担い手の確保・育成」－２

代表指標の状況

5 週休2日確保工事の実施率

・土木部発注工事においては、計画 34.0% に対し 実施率 52.0%（12月末時点）

・農林水産部発注工事においては、計画 30.8% に対し 実施率 38.2%（12月末時点）

▲キャンペーンチラシ

▶週休2日制の普及促進
・県発注工事で週休2日確保モデル

工事を実施した
・国や市町村と連携した「週休二日制
普及促進キャンペーン」を実施した

【R5主な取組】

▶総合評価方式において、週休2日の
の実績を加点評価

R2現況値 R4現況値 R5現況値 R7目標値 R12目標値 備考

3
高校生の県内建設業
への就職率

26.4% 28.3% 28.0% 30.0% R5実績はR6年度確定

4
新規高卒入職者
の3年後定着率

53.4% 53.3% 54.7% 57.0% 60.0%

10.0% 9.0% 52.0% 50.0% 100.0% 土木部

2.0% 10.4% 38.2% 50.0% 100.0% 農林水産部

5
週休2日確保工事
の実施率

代表指標名



■基本目標Ⅲ 「地域の守り手としての役割を持続的に担うことのできる環境づくり」

代表指標の状況

▲除雪機械にGPSシステムの導入

・包括的維持管理の導入地区数は、計画 5地区 に対し 現在 5地区導入

・ふくしまMEの認定者数は、計画 726人 に対し 現在 770人認定

6 包括的維持管理の導入地区数

7 ふくしまMEの認定者数

▲インフラメンテナンス技術者育成
に係る講習会を開催（3回）

▲包括的維持管理業務を受注
する共同組合と意見交換を
開催（R5.11月）

【R5主な取組】
▶包括的維持管理に関する意見交換会の実施

・包括的維持管理を受注する業界団体と業務の効率化等を
テーマに意見交換を実施した（R5.11月）

▶除雪作業時間を自動集計するＧＰＳシステムを全22事務所に
導入し、除雪作業の効率化を促進した

【R5主な取組】

▶ふくしまME講習会の開催
・インフラメンテナンス技術者の育成に取り組んだ

（計3回、218名参加）

▶除雪オペレーター育成支援の実施
・大型免許取得にかかる費用の一部を企業に補助した（8件）

▲除雪オペレーター育成支援事業

R2現況値 R4現況値 R5現況値 R7目標値 R12目標値 備考

6
包括的維持管理
の導入地区数

4地区 5地区 5地区 6地区 8地区

7 ふくしまMEの認定者数 465人 649人 770人 900人 1,000人

代表指標名


